

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に隣接していた将軍御所を時頼邸 近くに移設しようと計画する。しかしこの目論みは重時等 反対 遭い頓挫する。そればかりか、新造された重時邸には評定所と東小侍とが新たに設けられており、重時の存在とそ 役割がよりクローズアップされる結果となった。また、これと時を同じく て、時頼邸で行わ いた深秘の寄合沙汰が開かれなくなった点も注目される。公正さを疑われるような、北条一門による秘密会議は控えるべきであるという が重 の主張であっ のではなかろうか。　
しかし、かくの如き重時と時頼との緊張関係は時頼から 歩みよりによって改善に向かう。建長元（一二四九）年









条時村（ 番） 、北条（大仏）朝直（二番） 、北条資時（三番）を任命している。これは経時執政期の仁治四（一二四三）年二月に導入された三番制の結番評定制を発展させたものであり、一般的には訴訟の迅速な処理を目的とするものと評価されている。また同時に引付頭人を北条一門に独占させることで嫡流家の権力集中を図ったとも理解されているように思わ る。だが、この引付 度は、当初から御家人訴訟に限らず一般政務も分担していたようであり、頭人以下、評定衆、引付衆、奉行人がチームを構成して政務 分掌するシステムが引付制度であったと言え 。 たがって北条一門を主要ポスト つけた幕府の機構改革が引付 度のスタートであった 評価できるのではないだろうか。これは重時と時頼とが協調しておこなっ 政治改革であったと考えてよいであろう。　
引付制度の導入により、政務の円滑化、特に裁判の迅速な処理が図られたが、翌建長二（一二五〇）年には三番制















































































































た頼経が鎌倉帰還を狙っていると 情報も入ってきていた。宝治 乱後も 九条道家、頼経父子は、まだ陰謀を企て
鎌倉北条氏列伝（三）北条時頼（長又）
（ 36 ）










































































































































と北条政子の成敗 みならず、執権泰時 成敗ま も不易化の対象としている 追加法
321条） 。当該法の立法化は、泰











































































































































































































































































































































































なっている。この話ではこのあとに、成長した時頼が、宋朝禅を将来して建長寺を建立し、仏法を興隆させるとともに、国王の如く、天下を自在に成敗したことなどが語られているのである。この時頼前世譚も 時頼が宗教政策に力を入れ 新しい国家仏教体制 構築せん した事実から生み出されたものであった様に思われる。
　
出家後も後見政治を続けた時頼は、弘長三（一二六



















































































  「建長年間における北条時頼政権の実態分析（Ⅰ）～（Ⅲ） （ 『政治経済史学』
550
・
578
・
586、二〇一二
・二〇一五年）
鎌倉北条氏列伝（三）北条時頼（長又）
（ 51 ）
